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1．はじめに 
  算数科において，分数の除法に関わる領
域は，その指導がかなり難しいと言われて
いる。その原因の一つは，分数の除法に様々
な概念が関連していることである。それは，
分数，量，除法，割合，単位量当たりの大
きさ，など多くの概念が挙げられる。さら
に，これら多くの概念が関連しているにも
かかわらず，それぞれの概念整理が明確に
なっていないことが，さらに分数の除法の
理解をより困難にしてしまう。 
教科書の一般的な分数の除法を扱った文
章問題を見ると，「2/5㎡のへいを塗るのに，
青いペンキを 3/4dL 使います。このペンキ
は，1dL 当たり何㎡塗れるでしょうか。」(学
校図書,2010,p43)という問題が記述されて
いる。教科書によって数字や文章に違いは
あるが，分数の除法の導入において，ペン
キ 1dL で塗れる面積を求める問題を扱っ
ているということには変わりない。これら
の文章問題を解くには，①問題文の意味を
読み取り正しい立式を行うこと，②正しい
計算方法を用いて答えを求めること，この
2 つが必要になってくる。しかし，現在の
教育現場では，計算方法の指導に重きを置
くあまり，分数÷分数の計算の意味理解の
指導が曖昧になっているようである。 
本論文では，分数の除法の意味理解を行
うためには，どのような事が必要なのかと
いうことを考察していきたい。 
2．分数の除法に関わる先行研究 
 2.1 分数と除法の関連性について 
  最初に述べたように，分数と除法には
様々な概念が含まれている。その中でも特
に，「割合」は，分数と除法の両方にも深い
関連性をもつものである。Levin Weinberg 
(2001)は，分数と除法の概念をモデル化し，
互いの関連性を述べている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：Levin Weinberg による分数モデル 
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図 1，図 2 を見ると，分数と除法のモデ
ル化において，割合という共通の概念があ
ることが分かる。そして，この両方の概念
の説明として，単位時間に進んだ距離，つ
まり速さの問題を例に挙げている。このよ
うに，分数と除法の間には，割合の概念に
よって深く結び付きがあり，さらに，割合
には単位量当たりの大きさの考えが関連し
ている。このことから筆者は，分数の除法
の意味理解を可能にするためには，割合と
単位量当たりの大きさの考え方が必要であ
ると考えた。そこでまず，割合に関する概
念を整理していく。 
 
2.2 割合から見る分数の除法について 
宮下(2008)では，「わり算」と「割合」に
ついての概念整理を行っており，割合につ
いて次のように述べている。 
「2 量の比を表現する数は，「もとにする
量のどれだけ」という形の量表現に使わ
れるものになる。このときの「どれだけ」
のところに数がくる。「量 a に対する量 b
の比は n」は「b は a の n 倍」に転じる。
「割合」「比」「倍」は，同じことの異な
る言い回しであり，これの表現が数であ
る。」(2008，p.68)  
宮下(2008)の主張を基に考えるならば，比
や倍といったものは，割合と同じものであ
るとみなせる。つまり，2 量の比を求める
ということは，割合を求めているというこ
とと同じである。 
田端(2002)では，割合を同種の量の場合
と異種の量の場合とに分けて考えている。
そして，同種の量の割合の場合は，「一方(全
体)を 1 とみて他方を測定して数値化する」
ステップが必要になることから，同種の量
の割合を求める方が，困難性が高いという
ことを指摘している。(2002，p.28) 
宮下(2008)と田端(2002)の視点から，分
数の除法について考えてみると，扱う数が
分数であっても，2 量が何倍の関係になっ
ているかを求めるときは，割合を求めてい
るということになる。さらに，その 2 量が
同種のものか異種のものかによって，困難
性が異なってくる。 
 次に，学習指導要領において，除法と割
合がどのように定められているのかを分析
した。 
 
3. 学習指導要領による除法と割合の意味 
 小学校学習指導要領解説算数編(2008)に
おいて，除法を次のように説明している。  
「除法には，等分除に当たる場合と包含
除に当たる場合とがある。等分除とは一
つ分の大きさを求める場合，包含除とは
いくつ分になるかを求める場合である。
これらは，計算の仕方としては同一のも
のと見ることができるので，除法として
は一つのものとしてとらえることができ
るようにする。」(文部科学省,2008,p33) 
図 2：Levin Weinberg による除法モデル 
また，昭和 33 年の学習指導要領では，数
量関係の割合領域において，次のように乗
除を説明している。 
 「(1)同種の二つの数量 A、B の割合を表  
わすのに、整数、小数および分数を用い 
ることや，それに関する計算の基本的な 
場合について理解させる。(A，B が整数 
または小数の場合) 
(ア)A の B に対する割合(p)を一つの数で
表わすのに，A÷B を用いること，ならび
に，その割合(p）を整数，小数および分
数で表わすこと。(比の第一用法) 
(イ)p が小数で表わされた場合にも，A は
B×p として求められること。(比の第二用
法) 
(ウ)A÷B が p で表わされるとき，B を 1
とみると，A が p で表わされること，お
よび p が 1 より大きいか小さいかで，A
がBより大きいか小さいかがわかること
(比の第三用法)」(文部省，1958) 
このように割合の考え方(比の三用法)も昭
和 33 年の学習指導要領には位置付けられ
ている。しかし，昭和 43 年の改訂により，
「割合」という項目は消え，「比の三用法」
という言葉も使われなくなっている。現在
では，5 年生の「割合とグラフ」，6 年生の
「倍と割合」の領域において位置付けられ
ており，「比べられる量」「もとにする量」
「倍・割合」という言葉を用いられている。
学習指導要領では， 
「異種の二つの量の割合としてとらえら 
れる数量について，その比べ方や表し方
を理解できるようにする ア 単位量当
たりの大きさについて知ること。」 
(文部科学省，2008，p.154) 
と記述されているだけで，割合についての
詳しい説明はされていない。また，単位量
当たりの大きさを通して指導を行うことを
重要視し，むしろ割合よりも単位量当たり
の大きさとしての意味合いが強くなってい
る。分数の除法の導入で，ペンキを扱った
問題が適用されていることがそれを証明し
ているようである。 
 
(ⅰ)等分除 
「6 枚のカードを 3 人で同じ数ずつ分けま
す。1 人分は何枚になるでしょう。」 
  式 6÷3＝2          
 
(ⅱ)包含除 
「6 枚のカードを 3 枚ずつ分けると，何人
に分けられるでしょう。」 
式 6÷3＝2   
 
(ⅲ)比の三用法 
「A と B の棒があります。A は 6cm あり， 
A は B の 3 倍あります。B の棒は何 cm 
あるでしょう。」 
第一用法:基準量を求める場合 
6(比較量)÷3(倍・割合)＝2(基準量)    
第二用法:比較量を求める場合  
2(基準量)×3(倍・割合)＝6(比較量)    
第三用法:倍・割合を求める場合  
6(比較量)÷2(基準量)＝3(倍・割合)    
一般的に等分除は第一用法，包含除は第
三用法とされている。特に等分除と第一用
法において，除数が整数の場合は等分除で
計算の意味の説明ができるのだが，除数が
小数・分数になると等分除で説明するには
限界がある。第一用法では，除数が整数・
小数・分数のいずれでも説明が可能である。 
次に，分数の除法になる問題にはどのよ
うな問題があるのかを考え，問題を分類化
していきたい。 
 
4. 分数の除法に関わる問題の分類化 
 分数の除法に関わる問題を，割合と単位
量当たりの大きさという視点から分類化し，
どのように考えれば計算の意味理解ができ
るのかを考察した。その結果，分数の除法
に関わる問題は次の 4 つの問題に分類化で
きると考える。①単位量当たりの大きさが
与えられている問題，②単位量当たりの大
きさを求める問題，③割合と比例関係を基
にした問題，④乗法の公式を利用する問題，
である。 
分類化の例題として学校図書(2011)の問
題を挙げる。また，問題文において，帯分
数で表示されている分数は，すべて仮分数
に置き換えて説明する。 
 
①単位量当たりの大きさが与えられてい
る問題 
この問題に分類されるのは，図 3 のよう
な問題である。 
 
 
 
 
 この問題の特徴は，単位量当たりの大き
さが，問題文の中に与えられていることで
ある。このような問題を解く際に，教科書
の指導では，まず図 4 のように線分図と割
合の表を用いて立式を行っている。 
 
  
 
 
 
 
図4より，24÷9/2という式が得られる。
そして，既習である分数の除法の計算方法
を用いて，計算を行っていく。主にこのよ
うな問題は分数の除法の計算方法を学んだ
後に，計算方法を定着させるための練習問
題として，教科書の中で位置付けられてい
る。 
 この問題の数量関係を，基準量と比較量，
と言う視点から見ていくと，図 5 のように
まとめることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
この場合，9/2g を基準量とし，24g を比
較量としたときの割合は，24÷9/2 という
計算で求めることができる。この(24÷9/2)
という割合は，1m と図 5 における□m と
の割合でもある。基準量×割合=比較量と
いう比の第二用法の関係に当てはめれば，
1×(24÷9/2)と言う計算で，□m を求める
ことができる。しかし，1×は省略され，
24÷9/2 だけが残る。そのため，24÷9/2
という計算が本来は割合を求めているもの
であるのに，長さを求めている計算と視え
てしまうのである。 
 
②単位量当たりの大きさを求める問題 
 この問題に分類されるのは，図 6 のよう
な問題である。 
 
 
 
  
 
このような問題は，分数の除法の導入に
位置付けられている。教科書の指導では，
図 7 の面積図と，図 8 の割合の表から，1dL
でぬれるへいの面積を求めるような立式を
行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
図 3：分類①に属する問題 
図：6 分類②に属する問題 
基準量 比較量 
1m 
9/2g 24g 
□m 
×(24÷9/2) 
図 5：分類①の問題における数量関係 
 
図 4：分類①の問題における線分図と割合の表 
図 7：分類②の問題における面積図 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また演算決定の手助けとして，整数の問
題だったら割り算を使っていたことを復習
し，分数でも同じように割り算を使うとい
うことを紹介している。このようにして得
られる式は 2/5÷3/4 である。基準量と比較
量，と言う視点から量関係をまとめたもの
が図 9 である。 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
1dL を基準量としたとき，比較量は
3/4dL となり，その割合は(3/4÷1)と言う計
算で表される。また，図 9 における□㎡と
2/5 ㎡との割合も(3/4÷1)と言う計算で表
される。比の第二用法に当てはめれば，□
×(3/4÷1)=2/5 と言う計算になる。そして，
□㎡を求めるならば，2/5÷(3/4÷1)=□と
いう比の第一用法になる。しかし，この計
算も 2/5÷3/4 と省略され，計算の意味が分
かりづらくなってしまう。つまり，本来は
2/5 ㎡と言う量を(3/4÷1)という割合で割
っているのに，3/4dL という量で割ってい
ると錯覚してしまう。  
これは，基準量と比較量を逆にしても同じ
ことが言える。それが図 10 である。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 10 では，3/4dL を基準量としたとき，
比較量は 1dL となり，その割合は 1÷3/4
と言う計算で表される。そして，図 10 に
おける□㎡を求める計算は，2/5×(1÷3/4)
となる。この計算も省略され，2/5×4/3，
あるいは 2/5÷3/4 と言う式になる。2/5÷
3/4 についていえば，本来は(1÷3/4)と言う
割合で割っているのに，3/4dL と言う量で
割っているように錯覚してしまう。 
 
③割合と比例関係を基にした問題 
 この問題に分類されるのは，割合と比例
関係を利用する問題である。分類①，分類
②に属する問題も，割合と比例関係を含ん
でいるので，分類③に含まれると考えられ
る。しかし，ここで分類③に分けた理由は，
単位量当たりの大きさに関わりのない問題
とを区別したかったからである。例えば，
「2ｍは，1/2m の何倍ですか。」という問
題の場合，得られる計算は 2÷1/2 であり，
単位量の大きさには全く関係のない計算が
立てられる。また，計算の意味理解につい
ても，単に 1/2m を基準量，2m を比較量と
し，その割合を求めたものが答えになる。
つまり，2m に 1/2m が幾つ含まれているか
という包含除の問題でもある。 
 このように，割合と比例関係を基にして
いるが，単位量当たりの大きさに関わって
いないものを分類③とする。 
図 8：分類②の問題における割合の表 
基準量 比較量 
1dL 
□㎡ 2/5 ㎡ 
3/4dL 
×(3/4÷1) 
図 9：分類②の問題における数量関係 
 
基準量 比較量 
1dL 
□㎡ 2/5 ㎡ 
3/4dL 
×(1÷3/4) 
図 10：分類②の問題における数量関係-2 
 
④乗法の公式を利用する問題 
この問題に分類されるのは，図 11 のよ
うな問題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
この問題を解くには，長方形の面積を求
める公式を知っていないと解くことができ
ない。(縦の長さ)×(横の長さ)=(長方形の面
積)という公式に，それぞれの値を当てはめ
ると，16/9×□=8/3 という式を立てること
ができる。そして，□=8/÷16/9 という分
数の除法になる。 
このように，公式から答えを求める問題
は，乗法の逆算として除法を求めている。
これらは，代数的な公式に依存した問題で
あるため，計算の意味を理解すること自体
子どもにとっては困難性が強いと考える。 
 
4.1 分類化のまとめ 
分類化の①②③④より，分数の除法に関
わる問題を分けることができた。図 12 は
分類化をまとめたものである。 
分類①の問題は，同種の基準量と比較量
の割合を求めた値が，そのまま異種の比較
量になってしまうという困難性がある。 
なぜなら，(1×割合の値)と言う計算で求
めたい比較量の値が得られるのだが，被除
数が 1 なので，割合の値がそのまま比較量
の値になってしまう。また，1×という計
算部分が省略されてしまうので，意味理解
が困難になってしまう。 
分類②の問題は，省略されている計算部
分を補わないと，異種の量同士を割ってい
る計算のように見えてしまうため，そのま
までは意味理解が困難になってしまう。 
分類③の問題は，同種の量の割合を求め
るだけの問題なので，計算の意味理解は包
含除と比の第三用法を用いれば比較的簡単
にできる。 
分類④の問題は，代数的な公式に依存し
すぎているため，単なる計算問題と同じよ
うなものであり，計算の意味を理解すると
いうことは難しい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 11：分類④に属する問題 
 
 
 
  
       
 
 
 
 
 
分
数
の
除
法
に
関
わ
る
問
題 
単位量当たりの大きさが与えら
れている問題  …分類① 
…分類① 
単位量当たりの大きさを求める
問題      …分類② 
・求めたい比較量(a)の値が，単位量当
たりの大きさ(b)と，比較量(c)との割
合(c÷b)の値になっている。 
※1 と(a)，(b)と(c)は同種，A は割合 
→(A)＝(c÷b) ，(1×A)＝(A) 
・省略された計算部分を補うと計算の
意味が分かりやすい。 
 
・基準量(a)÷基準量(b)という異種同士
の計算に見えてしまうが，量(a)÷割
合(b÷1)という計算になっている。 
 ※1 と(b)，(a)と(c)は同種，B は割合 
→(B)＝(b÷1)，(a÷B)＝(c) 
・省略された計算部分を補うと計算の
意味が分かりやすい。 
乗法の公式を利用する問題   
…分類④ 
・代数的な公式に依存しすぎているた
め，単なる計算問題と同じ。 
図 12：分類化のまとめ 
割合と比例関係を基にした問題   
…分類③ 
・同種の量の割合を求めており，包含
除と比の第三用法で説明が簡単にで
きる。 
4.2 分類①②に属する問題の困難性 
なぜこのように，分類①②に属する問題
は計算の意味理解が困難になってしまうの
かについて考察を深めていく。 
 
(ⅰ)互いに変化していく 2 つの量を扱う 
 ペンキを使った問題では，ペンキの量と
その量でぬれる面積という，異なった 2 量
を扱っている。そしてこの異なった 2 量の
間には加減法則は成り立たず，比例関係し
か成り立たない。この異なった 2 量の関係
性と性質について，注意深く問題を読まな
ければならないところに困難性がある。 
 
(ⅱ)問題文と計算上での量が異なる 
 分類①②においては，必ず 1 と言う量が
問題に出てくる。この 1 が計算の意味を分
かりにくくさせている。一般的に比の第二
用法で言えば，基準量×割合=比較量の関
係が成り立つ。しかし，基準量が 1 の場合，
1×割合=比較量となるが，割合の値と比較
量の値が等しくなってしまう。ここに，問
題文の量と計算上での量が異なってしまう
原因がある。分類①②の問題は常に，単位
量というものが存在する。扱う量が分数に
なってしまえば，さらに困難性が増してし
まう。 
 
5. 教科書にみる分数の除法と割合の関連 
 ここまで行ってきた分類化を基にすると，
分数の除法の導入で扱われている問題は，
ペンキのぬれる量とその面積から，1dL で
塗れる面積を求めるという，分類②に当て
はまるものであった。各教科書において，
「割合」と「単位量当たりの大きさ」をど
のように関連させて指導しているかを分析
した。教科書については，学校図書，教育
出版，啓林館，大日本図書，東京書籍，日
本文教出版，以上の 6 社の教科書で，すべ
て 2011 年発行のものであり，新学習指導
要領に対応している。 
分数の除法の指導展開に関しては，どの
教科書でも大きな差はなかったので，学校
図書の展開を紹介する。1dL のペンキで塗
れる面積を求める問題を分数の除法の導入
で出題している。そして，ペンキの量と塗
れる面積を対応させた面積図や，割合の表
を用いて，正しい式を導いている。計算の
意味を考えることは，最初に分数の除法の
式を立てるところでしか行われておらず，
その後は計算方法を考え，それを定着させ
るための練習問題を解いていくという展開
であった。 
 
(1) 学校図書 
割合については 5 年生で学習しているこ
とになっている。6 年生では「倍と割合」
という単元になっており，「比べられる量」
「もとにする量」「倍」という言葉が使われ
ている。割合について説明がされている。
「分数のわり算」では，割合の表を使って
いるにもかかわらず，割合という言葉を使
っていない。また，「倍と割合」単元では，
「もとにする量を 1 として比べられる量が
幾つに当たるかを表した数が割合です。」の
ように割合を定義している。出てくる問題
も，1 当たり量を基にして考えるものしか
出てこない。これは新学習指導要領(2008)
の，「割合を単位量当たりの大きさを用いな
がら考えるようにする。」という位置づけに
強く影響を受けた結果であると考えられる。
この「倍と割合」単元でも分数の除法に関
わる問題が出題されているが，どれも 1 当
たり量が関わっている問題となっている。 
 
(2) 教育出版 (大日本図書，日本文教出 
版，東京書籍，) 
 指導内容が類似していることから，ここ
では教育出版のものを提示する。教育出版
による割合の指導展開は，学校図書のもの
と違い，1 当たり量の大きさには着目をし
ていない。テープの長さや，長方形の長さ
を比べるといった，同種の量の割合を求め
る問題が出題されている。特に教育出版で
は，図 13 のように「割合を求める問題」
と記述された比の第三用法の問題もある。
後に，伴った 2 量の関係として比例と反比
例の単元が設定されている。そこでは，比
例を割合と同義語として使えることを紹介
しているものがあったが，主に 2 量の関係
が何倍かを求める問題が出題されている。
割合や倍，比例と言った言葉が使われてい
ることが，この 4 社の教科書の大きな特徴
である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (3) 啓林館 
啓林館においては，「割合」は 5 年生の
教科書しか載っていない。「分数÷分数」の
単元では，「割合」や「倍」に関連付けた指
導はされていなかい。「比とその利用」とい
う単元が「分数÷分数」の後に設定されて
いるが，主に 2 つの量(整数)の割合を求め
る問題である。この単元において分数の除
法に関わるような問題は出題されていない。 
5.1 教科書分析から分かること 
 教科書分析を行った結果，分数の除法の
指導において，割合に対する扱い方に大き
な違いがあることが分かった。学校図書で
は，割合が単位量当たりの大きさを基にし
て考えられており，割合を求める問題も，
1 当たり量が与えられた問題が設定されて
いる。割合と言うよりは，単位量当たりの
大きさに依存した指導と言える。 
それ以外の教科書では，単位量当たりの
大きさよりも比例の関係に着目して割合，
の指導が展開されている。分数の除法の単
元の中で，割合や倍に関連づけて指導が展
開されていたのは，教育出版，大日本図書，
日本文教出版，東京書籍，であった。特に，
教育出版のものは，「割合を求める問題」「比
べられる量を求める問題」という説明が含
まれており，その計算が何を表しているの
かが分かりやすくなっていた。しかし，そ
のような問題はすべて問題文で扱われてい
る量と，計算上での量が一致しており，分
類③に当てはまるような比較的簡単な問題
に限る。やはり，ペンキを使ったような分
類①②に当てはまる問題において，計算の
意味理解にかかわる指導展開は，どの教科
書においてもまだ不十分のようである。 
  
6. まとめ 
 分数の除法に関わる問題は，問題の内容
によって 4 種類に分類化することができた。
分類化でまず重要な事は，「求めたい量が単
位量当たりの大きさであるか」ということ
である。ペンキの問題で言えば，1dL ある
いは 1 ㎡に対応する量を求める場合かどう
かである。なぜこれが重要になるかと言う
と，問題文に提示されている 2 量から単位
量当たりの大きさを求める場合，異種の量
で除法を行うことになる。しかし，[dL]と
[㎡]という異種の量であるため，計算の意
味を考えると矛盾が生じてしまう。矛盾が
図 13：教育出版による分数の除法の指導 
生じてしまう原因は，単位量の 1 という数
字によるものである。 
図 14 のような 1dL，2 ㎡，4dL，8 ㎡の
量関係があるとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1dL と 4dL の関係は 1dL を 4 倍すると
4dL になる。つまり，1×4=4 である。そ
して，単位量当たりの大きさ 2 ㎡の値を求
める場合，行う計算は 8÷4 である。先ほ
どの 1dL と 4dL の 4 倍という関係は，2
㎡と 8 ㎡との関係でもある。つまり，2×
4=8 という関係が見えてくる。分かりやす
く言えば，2 ㎡を 4 倍すると 8 ㎡になると
いうことである。この逆を考えれば，2 ㎡
を求めたければ，8 ㎡を 4 で割ればよいと
いうことになる。 
この問題文において 4 とは，8 ㎡塗るの
に必要なペンキの量であった。しかし，8
÷4=2 という計算の中では，8 ㎡と 4 ㎡の
割合である。なぜこのように，問題文の中
と計算上で，量の矛盾が生じてしまってい
るかと言うと，必ず求める値が単位量当た
りの大きさになっているからである。  
図 15 のように，4dL で 8 ㎡の壁が塗れ
るペンキで，2dL で塗れる面積を求める問
題であったら，どのように計算を行うだろ
うか。 
 
 
わり算が単位量当たりの大きさを求める
計算であるということに重点を置いている
教科書の展開では，8÷4 という計算で，
1dL で塗れる面積を求めてから，2 倍して
図 15 における□㎡を求めるだろう。つま
り 8÷4×2 である。しかし，計算の意味が
理解しやすいのは，8÷(4÷2)である。(4÷
2)と言う計算で，8 ㎡が□㎡の何倍になっ
ているのかを求める。8 ㎡を，その割合で
割れば□㎡になるので，□は 8÷(4÷2)で
求めることができる。単位量当たりの大き
さを求める問題よりも分かりやすく計算の
意味を説明できる。わり算は単位量当たり
の大きさを求める計算であるということを
知り，その技術を身につけさせることは大
切なことである。しかし，分類②に属する
ような，計算の意味理解が困難な問題を分
数の除法の導入として位置付けるのは，児
童だけでなく，教師にとっても困難性が強
い。さらに，その問題で分数の除法の計算
方法まで考えさせてしまうのは，余計に分
数の除法を理解しづらくさせる。 
また，分数の除法の意味を説明するのに
重要な考え方である「割合」を，今以上に
関連性を強調して指導すべきだと考える。
「割合」だけでも「倍」や「比例」など様々
な概念が含まれている。分数の除法の指導
で「割合」との関連性を強調しただけで，
分かりやすいものになるわけではない。低
 
【4 つの量の関係】 
ペンキ 1dL で，2 ㎡の壁が塗れる。 
同じペンキ 4dL では，8 ㎡塗れる。 
 
図 14：伴って変化する量の関係図 
1dL 4dL 
8 ㎡ 2 ㎡ 
基準量 比較量 
×(4÷1) 
 
×(8÷2) 
図 15：伴って変化する量の関係図-2 
    
【4 つの量の関係】 
ペンキ 4dL で，8 ㎡の壁が塗れる。 
同じペンキ 2dL では，何㎡の壁が 
塗れるでしょうか。 
2dL 4dL 
8 ㎡ □㎡ 
×(4÷2) 
÷(4÷2) 基準量 比較量 
学年の段階から，「割合」と同義語である
「倍」に慣れさせておくことが重要である。
「倍」の感覚が十分身についていれば，「小
数倍」や「分数倍」の単元でも自然に理解
でき，その知識が「分数のわり算」にも生
かされてくる。「割合」や「比の三用法」が
細かく位置付けられていた昭和 33 年の学
習指導要領をもう一度見直し，内容展開を
改善していく必要があると考える。 
  
7．今後の課題 
今後の課題は，本稿で行ってきた分類化
についてさらに詳しく考察し，分数の除法
の指導改善を行っていくことである。 
本稿で行った分数の除法に関わる問題の
分類化を基に，児童の実際の様子を観察し，
分数の除法の意味を理解していく過程につ
いて考察を加えると共に，今後も割合と単
位量当たりの大きさの考え方に着目して，
分数の除法の意味理解に関する考察を深め
ていきたい。 
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